
平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
令和５年度
（当初予算）

備考

地域間幹線系統　補助金 （千円） 6,356 4,666 19,606 29,508 30,448 23,300 中国ジェイアールバス，瀬戸内産交

広域生活交通路線　補助金 （千円） 2,296 3,898 55 40 333 100 中国ジェイアールバス，瀬戸内産交

（千円） 502,598 203,402 495,406 625,384 625,647 500,000

（人） 7,830,321 3,850,172 5,886,273 5,031,632 4,964,822

（千円） 21,343 4,374 11,765 34,831 69,358 37,000

（人） 76,853 37,338 39,190 14,077 35,155

（千円） 151,817 281,662 384,050 404,303 417,367 420,700

（人） 460,426 733,810 883,169 836,392 870,302

（千円） 5,900 5,900 5,900 5,900 5,900 5,900

（人） 19,553 21,700 18,790 16,983 18,046

690,310 503,902 916,782 1,099,966 1,149,053 987,000

（千円） 17,334 16,866 12,598 25,662 21,786 37,309

（人） 13030.5 12527.5 11411.5 11076.5 9856.0

（千円） 33,355 35,000 33,833 39,000 39,000 37,000

（人） 48,912.5 18,392.0 40,373.5 37,455.5 36,898.5

（千円） 13,300 12,963 14,934 10,300 8,300 8,300

（人） 25,702 18,985 8,416 3,638 552

（千円） 565 561 480 374 285 374

（人） 38 37 28 25 24

64,554 65,390 61,845 75,336 69,371 82,983

（千円） 32,255 28,213 34,037 42,553 47,570 59,422

（人） 263 227 249 240 223 211 対象者数

（千円） 76,333 73,613 72,196 70,776 66,101 72,000

（人） 1,705 1,610 1,512 1,463 1,353 1,499 対象者数

（千円） 329,189 342,004 250,823 249,606 263,908 269,000 利用者負担額：１００円
運賃と負担額の差額を呉市が負担

（人） 2,402,350 2,491,337 1,903,867 1,886,109 1,940,025 延べ利用者数

（千円） 59,216 61,048 48,271 45,485 45,242 46,500 利用者負担額：無料
運賃と負担額の差額を呉市が負担

（人） 471,791 484,600 386,213 362,705 356,278 延べ利用者数

福祉タクシー乗車券助成 （千円） 34,385 34,213 30,554 31,239 31,438 33,300 ３００円／枚　年間６０枚を限度に申請月に応じて
交付。人工透析通院者は１２０枚上限

531,378 539,091 435,881 439,659 454,259 480,222

（千円） 1,286,242 1,108,383 1,414,508 1,614,961 1,672,683 1,550,205

小計

小計

航
路
交
通

音戸渡船，情島航路　補助金

三角，斎島航路　補助金

小長明石航路　負担金

運賃助成（航路）

呉市における交通関連事業費

広島電鉄

※令和元年度の補助対象期間は，H31.4.1～
R1.9.30の半年分

令和元年１０月，広島電鉄から路線の移管が
あり，８路線増加

項　　目

生活バス　負担金

経営支援補助金

乗合タクシー　補助金

陸
上
交
通

遠距離等通学費助成

呉広島空港線　負担金

広島電鉄

※令和元年度の補助対象期間は，H31.4.1～
R1.9.30の半年分

地域主導型交通サービス支援事業補助金
（吉浦地区・警固屋地区）

音戸渡船はR3.10末廃業

三角島及び斎島住民

合計

そ
の
他

（
福
祉
・
通
学
等

）

スクールバス・タクシー

運賃助成（いきいきパス敬老）

運賃助成（いきいきパス障害者）

小計

資料４


